
 

 

 

 

 

 

日時：2015 年6 月5 日（金） 14：20～15：50 

場所：パシフィコ横浜（第 43 回日本血管外科学会総会 会場）

血管障害患者の看護を実践しているバスキュラー・ナースから 

様々な活動を紹介していただきます。 

座長： 駒井宏好（関西医科大学附属滝井病院） 

 重松邦広（東京大学 血管外科） 

講演者 

 間宮直子氏（大阪府済生会吹田病院 皮膚・排泄ケア認定看護師） 

 大久保 縁氏（関西医科大学附属滝井病院 糖尿病看護認定看護師） 

 中島千春氏（聖路加国際病院 急性・重症看護専門看護師、心臓リハビ

リテーション指導士） 

 青栁幸江氏（誠潤会水戸病院 CVT、心臓リハビリテーション指導士） 

 愛甲美穂氏（湘南鎌倉総合病院 フットケア指導士） 

 溝部昌子氏（千葉大学大学院看護学研究科 健康運動指導士） 

 シンポジウム終了後に行われる 第 1 回バスキュラー・ナース
懇親会（血管看護の仲間との集い）にもご参集下さい。 

血管診療医とともに歩むコメディカルへの提言 



 

 

当企画は日本血管外科学会が全面的にバックアップします 

  

バスキュラー・ナースとは 

 
バスキュラー・ナースは、血管障害患者の療養をサポートする看護専門職

です。血管障害の治療や予防には、診断、治療、手術、処置などの医療と、

運動、禁煙、食事などの補助療法、社会復帰、介護などの社会的支援が必要

です。バスキュラー・ナースは、患者および家族、それぞれの状況を理解し、

最適な選択と最大の成果が得られるように、専門家どうしの繋がりを深めな

がら、ケアとお互いへの情報を提供します。バスキュラー・ナースの存在は、

臨床成果の改善、患者 QOL の向上、医療費の節減、患者満足度の改善に効果

があると考えられます。 

 

バスキュラー・ナースには以下の要件が求められます。 

1. 病状や治療を理解するための知識と経験をもつ。 

2. 多職種の機能（役割）を知りコミュニケーションを図る。 

3. 患者および家族の療養を支えるチームを効率よく機能させるマネジメ

ント能力を兼ね備える。 

4. 患者および家族と信頼関係を築ける人間的素養をもつ。 

 

日本では血管障害患者は増加傾向にあり、医療の高度化・多様化に対応し、

疾病予防の観点からも効率のよい医療を行うため、患者のみならず、血管診

療に係る医師や様々な領域で血管障害患者のケアに当たる看護師、保健医療

政策のステークホルダーや一般市民にとって、バスキュラー・ナースが新し

い役割を果たすことが期待されます。 

 



 

 

 

 

 

参加費無料 

予約不要 

お気軽にお越し下さい! 

バスキュラー・ナース 

懇親会 

 

開催日時 

2015年 

６月 5 日（金） コメディカルシンポジウム終了後 

（15：50 過ぎより 16：50 を予定） 

開催場所 パシフィコ横浜 学会会場内です 

足のケア 

血管看護 

について 

シンポジウム 

の先輩方に直接 

話を聞くチャンス！ 

困っていること 

悩んでいること 

ありませんか？ 

血管看護 

の輪を広げよう♪ 

お茶とお菓子 

をご用意しております 

後援：日本血管外科学会 

第 43 回 日本血管外科学会学術総会 

特定非営利活動法人 日本血管外科学会 

チーム医療推進委員会主催 

第１回 

The 43
rd

 Annual Meeting of Japanese Society for Vascular Surgery 


